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２０１９年１２月０８日 

◎東京防災学習セミナー（避難所運営の進め方） 

南街・桜が丘地域防災協議会 本部 

  東京都の防災事業の一環として、「東京防災学習セミナー」が、東京都より派遣された 

防災専門家により、地域団体の主催で年２回実施されています。 

当協議会は２０１９年度として、Ｆコース（避難所運営の進め方）を選択し、本日南街公民館

にてセミナーを開催しました。南街や桜が丘の地域に即した「避難所運営」や、「東京マイ・ 

タイムライン」などを、グループの意見交換などを含め熱心に学習致しました。 

 

★開会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★講義 

１．「東京防災」と「東京マイ・タイムライン」の紹介 

「３日後に台風が東京を直撃！あなたはどうしますか？」 

     風水害発生時の避難行動をあらかじめ決めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 

一般社団法人災害救援会 

技術インストラクター 

木中様 

進行 

(株)イオタ 

山上様 

ご挨拶 

南街・桜が丘地域防災協議会 

岡田本部長 

命
を
守
る
こ
と
を
記
入 
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２．講師による講義（Ｆコース：避難所運営の進め方） 

    スムーズな避難所開設・運営の進め方を考えます。 

   ⑴南街・桜が丘地域の特徴について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑵避難所開設・運営手順について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑶４班に分かれてのグループワーク 

    ①避難所たちあげで実施する事項 

と担当を決める。 

 

 

 

 

 

 

 

仏（防災資機材、 

防災体制）はある。 

引き続き魂の挿入を。 
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    ②「第二小学校体育館利用計画図」を 

使用し、５００名の避難者の収容を 

考える。 

     （「第二小学校体育館利用計画図」は、 

      「東大和市立第二小学校 

       第二小学校防災対策委員会 

       避難所管理運営マニュアル」より。） 

     （第二小学校体育館の収容人数は 

      ４１９名。 

      「東大和市  

避難所管理運営マニュアル」より。） 

 

 

 

 ③避難者を体育館に受け入れる 

にあたってのルールを考える。 

 

 

 ３．グループ発表と質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日のセミナーの目的 

・学ぶ（皆で） 

・つながる（皆で） 

・強くなる（地域が） 
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以 上 


